
11　　ぎょうだ議会だより

市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問

　
　

建
設
用
地
は
小
針
へ
と

い
う
石
井
市
長
提
案
に
対
す

る
３
市
長
の
話
し
合
い
は
。

　
　

鴻
巣
市
長
と
話
し
合
っ

て
い
る
。
今
後
も
話
し
合
い

を
続
け
た
い
。

　
　

小
針
に
建
設
し
た
場
合

の
費
用
の
総
額
は
。

　
　

現
時
点
で
は
把
握
で
き

て
い
な
い
が
、
用
地
の
整
備

費
用
は
不
要
で
あ
る
。

　
　

現
行
の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

　
　

用
地
の
農
振
除
外
、
都

市
計
画
決
定
、
環
境
影
響
評

価
、
余
熱
利
用
施
設
の
検
討
、

施
設
整
備
の
た
め
の
債
務
負

担
行
為
、
入
札
等
が
あ
る
。

　
　

組
合
管
理
者
で
あ
る
鴻

巣
市
長
名
で
農
振
除
外
申
請

が
行
わ
れ
た
が
、
石
井
市
長

は
ど
う
判
断
し
た
の
か
。

　
　

同
意
し
て
い
な
い
。

　
　

副
管
理
者
の
石
井
市
長

の
同
意
な
し
で
鴻
巣
市
長
が

申
請
し
た
の
は
不
誠
実
で
は

な
い
か
。

　
　

組
合
の
管
理
者
と
し
て

鴻
巣
市
長
が
行
っ
た
も
の
と

考
え
る
。

　
　

３
市
長
の
協
議
が
整
わ

な
い
場
合
、
新
た
な
広
域
化

の
相
手
を
探
す
の
か
、
行
田

市
単
独
で
建
設
も
あ
る
の
か
。

　
　

広
域
化
に
は
反
対
で
は

な
い
。
総
事
業
費
を
抑
え
る

観
点
か
ら
鴻
巣
市
内
の
建
設

に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
。

　
　

余
熱
利
用
の
温
浴
施
設

は
造
ら
な
い
考
え
な
の
か
。

　
　

施
設
は
必
要
最
低
限
に

抑
え
る
べ
き
。
近
年
は
民
間

も
赤
字
の
施
設
も
多
い
。
地

元
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

●
職
員
の
賃
金
・
労
働
条
件

の
改
善
に
つ
い
て

　
　

長
時
間
労
働
・
時
間
外

勤
務
の
実
態
は
。

　
　

昨
年
度
、
時
間
外
勤
務

が
月
45
時
間
超
は
24
人
、
１

０
０
時
間
超
は
２
人
、
年
間

３
１
１
時
間
が
最
長
だ
。
事

務
配
分
の
見
直
し
、
管
理
職

研
修
に
よ
る
適
切
な
職
場
管

理
等
で
縮
減
を
図
っ
て
い
る
。

問問問

問問問

問問 答答答答答

答答 答

　
　

市
長
が
７
月
末
ま
で
に

と
、
鴻
巣
行
田
北
本
環
境
資

源
組
合
に
回
答
を
求
め
た
総

事
業
費
試
算
結
果
は
出
た
か
。

　
　

新
ご
み
処
理
施
設
の
本

体
工
事
費
、
造
成
工
事
費
、

外
構
工
事
費
及
び
20
年
間
の

施
設
の
運
営
維
持
管
理
費
に

つ
い
て
、
10
月
中
旬
に
な
る

旨
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

　
　

小
針
で
建
設
し
た
場
合

の
事
業
費
と
比
較
で
き
る
か
。

　
　

小
針
で
は
す
で
に
造
成

工
事
と
周
辺
環
境
整
備
が
完

了
し
て
お
り
、
造
成
費
、
環

境
整
備
費
、
道
路
と
水
路
の

整
備
費
な
ど
は
要
ら
な
い
。

　
　

総
額
が
不
明
な
ま
ま
管

理
者
か
ら
11
月
の
ご
み
組
合

定
例
会
に
債
務
負
担
行
為
が

提
案
さ
れ
る
。
組
合
議
会
が

そ
れ
を
議
決
し
た
場
合
、
本

市
に
は
ど
う
影
響
が
及
ぶ
か
。

　
　

構
成
３
市
に
お
け
る
債

務
の
履
行
が
確
定
し
、
毎
年

負
担
額
を
予
算
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　
　

組
合
に
お
け
る
管
理
者

と
石
井
市
長
が
務
め
る
副
管

理
者
の
権
限
に
は
大
き
な
差

が
あ
り
、
管
理
者
は
単
独
で

も
債
務
負
担
行
為
を
上
程
で

き
る
。
組
合
議
会
が
採
決
す

る
こ
と
に
な
り
、
組
合
議
員

に
課
さ
れ
た
責
任
は
重
い
が
。

　
　

払
え
る
の
か
、
高
す
ぎ

な
い
か
組
合
議
員
と
市
議
会

で
、
よ
く
検
討
し
て
欲
し
い
。

●
学
校
統
合
の
原
点
は
適
正

規
模
の
確
保

　
　

適
正
規
模
と
は
ク
ラ
ス

替
え
が
で
き
る
規
模
だ
。
北

部
の
統
合
で
は
実
現
す
る
か
。

　
　

で
き
る
規
模
に
は
な
い
。

　
　

な
ぜ
義
務
教
育
学
校
な

の
か
。「
適
正
規
模
・
適
正

配
置
」
と
い
う
当
初
の
目
標

は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
。

　
　

当
面
は
、
北
部
３
校
を

統
合
し
、
複
式
学
級
を
解
消

す
る
こ
と
で
、
で
き
る
こ
と

か
ら
や
る
べ
き
と
考
え
る
。

●
空
き
家
バ
ン
ク

　
　

制
度
の
活
用
促
進
策
は
。

　
　

健
全
な
空
き
家
所
有
者

に
も
案
内
通
知
を
始
め
た
。

問問問問

問問問

答答答

答答答答

市長の政治姿勢

ご
み
処
理
施
設
建
設
と
、
小
・
中
学
校
の

統
合
は
原
点
に
立
ち
返
っ
て
考
え
る
べ
き

細
　
谷
　
美
恵
子

（
発
言
と
行
動
す
る
会
）

市 民 生 活

新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
は

  
費
用
の
少
な
い
行
田
市
小
針
へ

村
　
田
　
秀
　
夫

（
日
本
共
産
党
）

委員会について
　本会議は、議案などを審議し、議会の意思を決定する最も重要な会議ですが、市政は広範にわたり内容も複雑
です。そこで委員会を設置して議案などの詳細な審査をしたり、重要な事柄について調査をしたりしています。
　委員会には「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」があります。

①常任委員会
　議会に常に置かれている委員会で、行田市議会では行政を３部門に分けて、議案などをそれぞれ担当の委員
会で専門的に審査しています。議員はいずれかのひとつの委員会に所属しています。
　行田市議会が設置している常任委員会は次のとおりです。

②議会運営委員会
　議会の運営を円滑に進めるために、議事の順序や進め方など、議会運営全般にわたる事項について審査します。委員定数は７人です。
　
③特別委員会
　常任委員会とは別に、市の重要な課題など特定の事柄について、審査や調査をするために必要に応じて設置される委員会です。
市の決算を審査するときは、決算審査特別委員会が設置されます。

総務文教常任委員会
建設環境常任委員会
健康福祉常任委員会

名　称 定数 所　　　管
総合政策部、総務部、会計課、教育委員会ほか、他の委員会の所管に属さない事項
市民生活部、環境経済部、都市整備部、建設部及び農業委員会の所管する事項
健康福祉部及び消防本部の所管する事項

７人
６人
７人


